
岡
崎
市
と
福
山
市
は
、
市
制
施
行
日
が

同
じ
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
七
月
一

日
で
あ
り
、
二
年
後
に
は
、
市
制
一
〇
〇

周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
九
七

一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
一
月
に
市
制

五
十
五
周
年
を
記
念
し
親
善
都
市
と
な
っ
て

以
来
、
約
半
世
紀
、
友
好
を
温
め
合
い
な

が
ら
歩
み
続
け
、
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
拠
点
性
と
求
心
力
を
備
え
た
中
核
市

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、「
戦
災
で
荒
廃
し
た
街
に
潤

い
を
与
え
、
人
々
の
心
に
和
ら
ぎ
を
取
り

戻
そ
う
」
と
、
住
民
に
よ
り
植
え
ら
れ
た

ば
ら
を
、
市
の
花
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
一
〇
〇
万
本
の
ば
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
市
民
の
ロ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド

（
思
い
や
り
・
優
し
さ
・
助
け
合
い
の
心
）

を
育
む
と
と
も
に
、
ば
ら
と
い
え
ば
「
ふ

く
や
ま
」
と
い
う
都
市
イ
メ
ー
ジ
や
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
『
全
国
に
誇
れ

る
学
校
教
育
』
を
目
標
に
掲
げ
、「
福
山
に

愛
着
と
誇
り
を
持
ち
変
化
の
激
し
い
社
会

を
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
」
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
達
成
に
向
け
、

同
じ
中
学
校
区
の
小
中
学
校
教
員
が
、
め

ざ
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、
義
務
教
育
九

年
間
を
一
体
的
に
捉
え
た
教
育
活
動
を
進

め
る
、
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
学
校
区
で
小
中
合
同
の
研
修
や

行
事
を
行
う
こ
と
で
、
小
中
教
員
の
連
携

意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
小
中
学
生
の

学
力
や
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
成
果
が
現
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
姉
妹
校
と
し
て
四
十
二
回
続
い

て
い
る
、
岡
崎
市
の
井
田
小
学
校
と
本
市

鞆
小
学
校
の
相
互
訪
問
な
ど
、
教
育
面
で

の
交
流
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
制
一
〇

〇
周
年
を
迎
え
る
両
市
の
、
今
後
ま
す
ま

す
の
発
展
と
友
好
を
祈
念
し
、
私
の
「
教

育
随
想
」
と
い
た
し
ま
す
。

（
は
だ
　
あ
き
ら
）
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に
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
研
究
を
し
た
も
の

で
す
。
成
功
し
た
人
の
方
法
を
勉
強
し
て
、

真
似
て
、
み
ん
な
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
ま
し
た
。」

海
外
の
農
業
を
視
察
す
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
探
求
心
は
人
並
み
外
れ
て
い
る
。
そ
う

し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
高
設
栽
培
だ
。

「
高
床
な
の
で
、
虫
が
つ
い
た
り
、
ね
ず
み

に
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
収
穫
の
と
き
に
腰
に
か
か
る
負
担

が
少
な
い
の
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
、

水
や
肥
料
は
機
械
で
管
理
し
て
点
滴
灌
水
に

し
て
い
る
か
ら
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ

た
量
で
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
腐
植
土
を
使
っ
た
土
耕
栽

培
の
方
が
、
粘
り
が
あ
っ
て
美
味
う

ま

い
イ
チ
ゴ

が
で
き
ま
す
。
で
も
、
土
耕
は
作
業
性
が
悪

く
、
大
雨
の
と
き
に
水
が
つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
、
高
設
で
い
い
イ
チ
ゴ
を
作

る
こ
と
が
課
題
で
す
。
イ
チ
ゴ
に
は
、
技
術

の
向
上
次
第
で
い
く
ら
で
も
収
量
が
増
え
る

と
い
う
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
米
は
一
反
平

均
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
イ
チ
ゴ
は
そ

の
十
倍
の
六
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
収
穫
で
き
ま
す
。

イ
チ
ゴ
に
は
、
秘
め
ら
れ
た
限
り
な
い
生
命

力
が
あ
る
の
で
す
。」

そ
し
て
、
い
つ
し
か
岡
崎
の
イ
チ
ゴ
生
産

を
牽
引
す
る
農
家
と
な
り
、
愛
知
県
の
イ
チ

ゴ
品
評
会
で
二
年
連
続
県
知
事
賞
を
獲
る
ま

で
に
な
っ
た
。

「
県
レ
ベ
ル
で
、
ど
こ
ま
で
い
い
イ
チ
ゴ
を

作
れ
る
か
が
大
切
で
す
。
県
の
審
査
会
で
ト
ッ

プ
の
賞
を
取
る
こ
と
が
、
地
域
の
ラ
ン
ク
づ

け
と
な
り
、
岡
崎
の
イ
チ
ゴ
を
売
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

学
生
の
実
地
研
修
か
ら
、
小
学
生
の
社
会

見
学
や
中
学
生
の
職
場
体
験
ま
で
、
こ
れ
ま

で
に
鈴
木
さ
ん
か
ら
教
え
を
受
け
た
人
は
数

多
い
。
五
年
前
に
イ
チ
ゴ
農
業
の
す
べ
て
を

渡
し
た
息
子
の
手
伝
い
を
す
る
傍
ら
、
現
在

は
、
趣
味
で
あ
る
牛
の
世
話
を
す
る
毎
日
だ
。

「
今
の
子
供
た
ち
に
は
、
植
物
や
動
物
を
育

て
る
経
験
が
も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
日
も
、
う
ち
で
子
牛
が
一
頭
生
ま
れ
ま
し

た
が
、
出
産
に
立
ち
会
い
、
毎
日
顔
を
見
て

い
る
と
、
家
族
の
一
員
に
な
っ
て
き
ま
す
。

植
物
で
は
『
枯
れ
る
』、
動
物
で
は
『
死
』

と
い
う
け
れ
ど
、
そ
れ
も
子
供
に
と
っ
て
は

大
切
な
経
験
で
す
。
そ
う
い
う
体
験
を
経
て
、

命
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
豊
か
な
心

が
育
つ
と
思
う
の
で
す
。」

鈴
木
さ
ん
の
目
に
宿
る
温
か
い
光
は
、
岡

崎
の
イ
チ
ゴ
の
未
来
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
広

い
世
界
ま
で
を
も
照
ら
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

素
地
を
養
う
た
め
に

英
語
科
指
導
員
■

山
本
　
和
代

小
学
五
年
生
、
英
語
表
現
を
使
っ
て
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
注
文
す
る
場
面
で
あ
る
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店
の
帽
子
と
エ
プ
ロ
ン

姿
の
担
任
が
登
場
し
た
瞬
間
、
子
供
の
顔

に
笑
顔
が
広
が
る
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
具

と
な
る
、
卵
や
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
の

紙
模
型
を
一
つ
一
つ
英
語
で
紹
介
し
な
が

ら
子
供
に
見
せ
て
い
く
。
子
供
た
ち
は
、

自
然
と
口
々
に
発
音
を
ま
ね
る
。
そ
し
て
、

店
員
役
の
担
任
が
「W

hat
w

ould
you

like?

」
と
客
役
の
実
習
生
に
尋
ね
る
。

「I’d
like

eggs
and

tom
atoes.

」
の
返
答

を
聞
き
、
笑
顔
で
紙
模
型
の
具
を
パ
ン
に

は
さ
む
。「H

ere
you

are.

」「T
hank

you.

」
と
会
話
は
進
む
。
そ
の
様
子
を
う

な
ず
き
な
が
ら
見
つ
め
る
子
供
の
姿
か

ら
、
会
話
に
引
き
込
ま
れ
、
自
分
も
英
語

で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
注
文
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

農
業
と
と
も
に

命
と
と
も
に

元
岡
崎
市
イ
チ
ゴ
生
産
協
議
会
長

鈴
木
　
清
美
　
氏

岡
崎
の
特
産
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ
の
生
産
に

携
わ
っ
て
三
十
年
。
美
合
の
の
ど
か
な
田
園

に
広
が
る
市
内
屈
指
の
面
積
を
も
つ
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
が
、
今

日
も
出
荷
さ
れ
る
。

「
大
き
さ
、
糖
度
、
色
彩
や
輝
き
等
、
消
費

す
る
側
に
よ
っ
て
求
め
る
イ
チ
ゴ
も
異
な
り

ま
す
。
よ
い
形
を
作
る
た
め
に
は
肥
料
を
八

分
目
、
甘
さ
を
出
す
た
め
に
は
水
分
を
八
分

目
に
す
る
の
が
こ
つ
で
す
。」

イ
チ
ゴ
に
つ
い
て
、
熱
心
に
語
る
鈴
木
さ

ん
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

元
は
建
具
屋
の
息
子
で
あ
っ
た
鈴
木
さ
ん
に

と
っ
て
、
イ
チ
ゴ
農
家
は
一
か
ら
の
出
発
で

あ
っ
た
。

「
昔
は
、
毎
月
一
回
、
地
域
の
イ
チ
ゴ
農
家

（

）

氏
　
　
名
　
す
ず
き
　
き
よ
み

生
年
月
日
　
昭
和
十
九
年
一
月
十
七
日

住
　
　
所
　
岡
崎
市
才
栗
町
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「
聞
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」
が
中
心
の

小
学
校
英
語
で
は
、
単
語
を
表
す
絵
や
物
、

明
確
な
場
面
設
定
が
、
会
話
内
容
の
推
測

や
場
面
の
理
解
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

客
役
と
店
員
役
に
分
か
れ
た
子
供
た
ち

は
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
え
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
。
相
手
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
が
積
極
的
な
会
話
を

生
ん
だ
。
担
任
が
、
子
供
の
近
く
に
行
き
、

「G
ood!

」「N
ice!

」
と
称
賛
し
て
回
る
と
、

教
室
に
温
か
な
空
気
が
流
れ
る
。
食
べ
る

真
似
を
し
て
い
る
子
供
に
向
か
っ
て

「D
eliciou

s?

」
と
担
任
が
尋
ね
る
と
、

少
し
間
を
置
い
て
「D

elicious!

」
と
答

え
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
ま
と
め
と
し
て
、

皆
の
前
で
最
初
に
演
じ
た
子
供
が
、

「D
elicious!

」
と
言
い
な
が
ら
、
う
れ
し

そ
う
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
る
仕
草
を

す
る
と
、
次
の
子
供
も
食
べ
る
真
似
を
し

た
。
教
師
の
問
い
か
け
が
、
子
供
に

「D
elicious!

」
の
意
味
に
気
付
か
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
だ
。
既
習
の
対
話
練
習
か

ら
出
て
く
る
言
動
の
広
が
り
こ
そ
、
真
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
。

教
師
の
出
や
工
夫
で
、
子
供
た
ち
の
姿

は
大
き
く
変
わ
る
。
小
学
校
英
語
の
「
教

科
化
」
が
発
表
さ
れ
た
今
こ
そ
、
子
供
た

ち
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
子
供
た
ち
の
将
来
に
、
必
ず
つ
な

が
っ
て
い
く
。

と
が
で
き
な
い
。
自
分
の
ノ
ー
ト
に
書
い

た
こ
と
を
言
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。
あ
の
終
業
式
で
の
姿
と
重
な
っ
て
見

え
た
。
Ａ
男
の
た
め
の
確
か
な
手
立
て
が
、

必
要
だ
と
思
っ
た
。

ま
ず
、
Ａ
男
と
一
対
一
で
行
っ
て
い
る

算
数
の
授
業
で
、
意
図
的
に
対
話
の
場
面

を
増
や
し
た
。

「
え
っ
。
な
ん
で
そ
ん
な
答
え
に
な
る
の
。

先
生
に
説
明
し
て
み
て
よ
。」

「
い
い
よ
。
だ
っ
て
さ
、
こ
の
七
十
八
円

と
二
十
円
を
ペ
ア
に
し
て
百
円
だ
と
見
積

も
る
じ
ゃ
ん
。
そ
れ
で
次
は
…
…
。」

「
見
積
も
り
を
使
っ
て
」
の
学
習
で
、
Ａ

男
は
得
意
そ
う
に
自
分
の
言
葉
で
説
明
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
国
語
や
社

会
で
も
、
子
供
た
ち
に
机
を
合
わ
せ
て
対

話
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

「
Ａ
男
く
ん
は
ど
う
思
う
。」

聞
き
役
に
な
り
が
ち
な
Ａ
男
に
話
題
を

振
り
、
話
す
機
会
を
多
く
も
た
せ
た
。

あ
る
日
、
Ａ
男
に
変
化
が
起
き
た
。
国

語
の
「
盲
導
犬
の
訓
練
」
の
学
習
だ
っ
た
。

「
だ
か
ら
、
こ
の
段
落
で
は
、
盲
導
犬
の

訓
練
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
て
…
…
。」

「
Ｂ
子
さ
ん
、
今
は
、
そ
こ
じ
ゃ
な
く
て
、

こ
の
部
分
の
話
を
し
て
い
る
か
ら
。」

時
に
脱
線
し
が
ち
な
三
年
生
の
発
言
を
、

Ａ
男
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
自
分
の

考
え
を
主
張
し
て
い
た
。

「
Ａ
男
、
三
年
生
の
考
え
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
い
た
ね
。
よ
く
で
き
た
ね
。」

思
わ
ず
そ
の
場
で
ほ
め
る
と
、
Ａ
男
は

照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

そ
し
て
、
終
業
式
。
Ａ
男
は
、
自
分
で

書
い
た
原
稿
を
持
と
う
と
し
な
か
っ
た
。

さ
す
が
に
心
配
に
な
り
、
声
を
か
け
た
。

「
原
稿
、
持
た
な
く
て
い
い
の
か
。」

「
う
ん
、
大
丈
夫
。」

Ａ
男
は
み
ん
な
の
前
に
堂
々
と
立
っ
た
。

「
僕
が
二
学
期
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、

学
芸
会
で
す
。
最
初
に
…
…
。」

原
稿
用
紙
二
枚
に
わ
た
る
内
容
を
、
Ａ

男
は
自
分
の
言
葉
で
伝
え
き
っ
た
。
三
年

前
、
立
ち
つ
く
し
、
涙
し
た
Ａ
男
の
面
影

は
そ
こ
に
な
か
っ
た
。

「
す
ご
い
な
。
び
っ
く
り
し
た
よ
。」

そ
う
言
う
と
、
Ａ
男
は
ま
た
、
あ
の
照

れ
く
さ
そ
う
な
、
と
び
き
り
の
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
た
。

涙
が
笑
顔
に
変
わ
っ
た
日

下
山
小
　
大
盛
　
伸
也

数
年
前
の
四
月
、
Ａ
男
は
下
山
小
に
入

学
し
て
き
た
。
話
し
か
け
ら
れ
れ
ば
返
事

を
す
る
と
い
っ
た
様
子
で
、
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
の
が
苦
手
な
子
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
。

そ
の
年
の
終
業
式
で
、「
一
学
期
に
が

ん
ば
っ
た
こ
と
」
を
発
表
す
る
た
め
に
、

全
校
児
童
二
十
八
名
の
前
に
、
Ａ
男
は
立

っ
た
。
緊
張
の
あ
ま
り
、
原
稿
を
持
っ
た

ま
ま
、
動
け
な
か
っ
た
。
目
に
は
涙
を
浮

か
べ
て
い
た
。
結
局
、
原
稿
は
読
ま
れ
る

こ
と
は
な
く
、
Ａ
男
に
と
っ
て
辛
い
思
い

出
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

四
年
生
に
な
っ
た
Ａ
男
を
私
が
担
任
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
三
・
四
年
生
の
複
式
学

級
。
Ａ
男
に
は
、
上
学
年
と
し
て
、
学
級

の
ま
と
め
役
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

私
が
自
分
の
甘
さ
を
痛
感
し
た
の
は
国

語
の
授
業
で
の
話
し
合
い
の
場
面
で
あ
っ

た
。
三
年
生
二
人
の
発
言
の
勢
い
に
Ａ
男

は
押
さ
れ
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
話
す
こ



3 月号 1年のあゆみ

（4）

4
・
１

辞
令
伝
達
式
　
新
規
採
用
教
職
員
74
名

4
・
５

岡
崎
市
立
翔
南
中
学
校
開
校

4
・
6

第
11
回
ジ
ュ
ニ
ア
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

優
秀
賞
　
矢
作
北
中

4
・
16

現
職
研
修
委
員
会
総
会
（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
・
上
地
小
）

5
・
12

中
日
本
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
　
　
　
女
子
18
・
18
ｍ
部
門
　
　
優
勝
　
東
海
中
2
・
河
合
莉
沙

5
・
12

第
14
回
全
国
選
抜
女
子
相
撲
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
量
級
　
三
位
　
六
ツ
美
北
中
3
・
佐
野
清
香

5
・
18

第
57
回
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
25

水
泳
６
・
９
）

5
・
26

第
64
回
全
国
植
樹
祭

協
力
賞
（
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
賞
）

夏
山
小

5
・
31

岡
崎
市
教
員
研
修
会
〈
四
季
の
会
・
開
講
式
・
春
〉（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

6
・
９

第
11
回
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
（
県
）

中
学
生
男
子
55
�
超
級
　
優
勝
　
矢
作
中
3
・
増
田
幸
朗

6
・
12

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
春
花
壇
（
県
）

優
秀
賞
（
松
坂
屋
賞
）
■
六
ツ
美
中
部
小

学
校
花
壇
設
計
図
の
部
　
　
　
　
　
　
　
県
知
事
賞
■
■
■
■
■
■
形
埜
小
■
■
■

6
・
14

平
成
25
年
度
都
市
景
観
大
賞
（
全
国
）

景
観
教
育
・
普
及
啓
発
部
門

優
秀
賞
　
大
樹
寺
小

6
・
23

第
27
回
愛
知
県
小
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
　
六
年
生
の
部

優
勝
　
竜
美
丘
小
６
・
上
条
深
能

6
・
30

第
35
回
愛
知
県
中
学
生
相
撲
大
会
　
　
個
人
の
部
　
優
勝
　
葵
中
3

中
村
恭
輔
　
※
全
国
大
会
出
場

7
・
1

市
制
記
念
日

7
・
2

第
29
回
中
学
生
の
た
め
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
市
民
会
館
）

7
・
5

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
使
節
団
来
岡
（
〜
7
・
11
）

7
・
7

第
24
回
伊
藤
園
お
〜
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
（
全
国
）

文
部
科
学
大
臣
賞
　
竜
海
中
1
・
新
谷
英
二

7
・
11

第
40
回
ら
く
の
う
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
全
国
）

特
選
　
豊
富
小
3
・
清
水
胡
遥

7
・
13

第
66
回
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
（
〜
22

陸
上
８
・
２
）

7
・
13

第
20
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

男
女
総
合
・
女
子
総
合
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
一
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中
・
大
藏
麻
笑
2

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
二
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中
・
原
田
美
和
３
　
大
藏
麻
笑
２

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
四
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中

宮
嶋
里
沙
３
　
今
村
絢
音
３
　
原
田
美
和
３
　
大
藏
麻
笑
２
　

7
・
15

第
59
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
愛
知
大
会

男
子
四
〇
〇
Ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
竜
南
中
３
　
　
・
西
田
　
悠
人
※
全
国
大
会
出
場

男
子
一
一
〇
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
六
ツ
美
北
中
３
・
中
西
　
　
潤

男
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
翔
南
中
３
　
　
・
大
久
保
光
祐

男
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
矢
作
中
３
　
　
・
白
藤
　
聖
陽
※
全
国
大
会
出
場

7
・
15

愛
知
県
女
子
剣
道
段
別
選
手
権
大
会
　
　
　
　
　
中
学
初
段
の
部
　
優
勝
　
矢
作
中
2
・
室
屋
悠
望
香

7
・
16

第
９
回
プ
リ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば
（
全
国
）

最
優
秀
賞
・
理
想
教
育
財
団
賞
　
三
島
小
教
諭
・
浅
井
優
子

7
・
22

岡
崎
市
小
学
校
球
技
大
会
（
〜
25
）

7
・
24

第
37
回
全
日
本
中
学
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
　
　
準
優
勝
　
　
　
　
　
南
中
3

・
高
平
沙
也
斗

7
・
28

第
29
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
　
　
　
　
　
　
　
わ
ん
ぱ
く
関
脇
　
　
竜
美
丘
小
6
・
上
条
深
能

7
・
28

Ｊ
Ｏ
Ｃ
第
６
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

55
�
超
級
　
三
位
　
矢
作
中
3
・
増
田
幸
朗

7
・
29

岡
崎
市
小
学
校
水
泳
大
会
（
井
田
小
・
三
島
小
）

7
・
29

第
67
回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
８
・
２
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　

矢
作
北
中
■
■
■
■
■
■
※
全
国
大
会
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　
　
南
中
■
■
■
■
■
■
■
■
※
全
国
大
会
出
場

陸
上
競
技
男
子
■
■
■
■
■
■
■
■
■

総
合
優
勝
　
矢
作
中
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
男
子
四
〇
〇
Ｍ
■
■
■
■
■

優
勝
　
　
　
竜
南
中
３
・
西
田
悠
人
　
※
全
国
大
会
出
場

陸
上
競
技
男
子
一
年
一
五
〇
〇
Ｍ
■
■

優
勝
　
　
　
甲
山
中
１
・
荒
木
幸
平
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
男
子
走
高
跳
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
　
　
矢
作
中
３
・
久
保
快
斗
　
※
全
国
大
会
出
場
　

陸
上
競
技
男
子
走
幅
跳
■
■
■
■
■
■
　
優
勝
　
　
　
翔
南
中
３
・
大
久
保
光
祐
※
全
国
大
会
出
場

陸
上
競
技
男
子
砲
丸
投
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
　
　
矢
作
中
３
・
白
藤
聖
陽
　
※
全
国
大
会
出
場
　

陸
上
競
技
男
子
四
種
競
技
■
■
■
■
■

優
勝
　
　
　
美
川
中
３
・
柴
田
一
瞬
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
女
子
一
年
八
〇
〇
Ｍ
■
■
■

優
勝
　
　
　
矢
作
中
1
・
細
井
衿
菜
■
■
■
■
■
■
■
■

水
泳
競
技
男
子
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

優
勝
　
　
　
城
北
中
2
・
中
Ò
亮
太
　
※
全
国
大
会
出
場

柔
道
女
子
個
人
■
■
■
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
　
　
南
中
1
■
・
堂h

月
華
■
■
■
■
■
■
■
■

7
・
29

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
二
人
乗
り
　
　
　
　
二
位
　
新
香
山
中
・
森
　
優
樹
3

磯
谷
滉
希
3
■
■
■

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
二
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
三
位
　
新
香
山
中
・
宮
嶋
里
沙
3

今
村
絢
音
3
■
■
■

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
四
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

宮
嶋
里
沙
３
　
今
村
絢
音
３
　
原
田
美
和
３
　
大
藏
麻
笑
２

7
・
31

平
成
25
年
度
授
業
力
・
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
〜
8
・
8
）

7
・
31

第
29
回
愛
知
県
中
学
生
体
重
別
柔
道
大
会
　
女
子
40
�
級
　
優
勝
　
南
中
1

堂h

月
華

7
・
31

第
56
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大
会

大
編
成
の
部
　
金
賞
　
美
川
中
・
竜
海
中

小
編
成
の
部
　
金
賞
　
南
中
■
・
甲
山
中
　

※
以
上
中
部
日
本
大
会
出
場

8
・
1

岡
崎
市
教
員
研
修
会
〈
四
季
の
会
・
夏
〉（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

8
・
3

平
成
25
年
度
岡
崎
市
教
員
免
許
更
新
講
習
（
3
・
4
・
6
・
7
・
8
）

8
・
４

第
30
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会

ラ
ジ
オ
番
組
部
門
　
優
秀
賞
　
北
中
　
※
全
国
大
会
出
場

8
・
6

芸
術
鑑
賞
会
　
劇
団
四
季
「
桃
次
郎
の
冒
険
」（
〜
７
・
市
民
会
館
）

8
・
6

第
43
回
愛
知
県
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会

県
知
事
賞
　
　
　
　
生
平
小
■
■
■
■

県
教
育
委
員
会
賞
　
宮
崎
小
・
東
海
中

8
・
6

第
35
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
10
）

剣
道
男
子
個
人
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
矢
作
北
中
３
・
片
神
明
信
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
男
子
四
〇
〇
Ｍ
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
竜
南
中
３
■
・
西
田
悠
人
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
男
子
砲
丸
投
■
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
矢
作
中
３
■
・
白
藤
聖
陽
■
■
■
■
■
■
■
■

陸
上
競
技
女
子
一
年
八
〇
〇
Ｍ
■
■
■
■

優
勝
　
矢
作
中
1
■
・
細
井
衿
菜
■
■
■
■
■
■
■
■

水
泳
競
技
男
子
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
優
勝
　
城
北
中
２
■
・
中
Ò
亮
太
■
■
■
■
■
■
■
■

水
泳
競
技
女
子
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ
■
■
■

優
勝
　
矢
作
中
３
■
・
宮
島
夏
希
■
■
■
■
■
■
■
■

8
・
8

平
成
25
年
度
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
Ａ
編
成
の
部
　
　
　
金
賞
　
美
川
中
　
※
東
海
大
会
出
場

金
賞
　
竜
海
中
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｂ
編
成
の
部
　
　
　
金
賞
　
甲
山
中
■
■
■
■
■
■
■
■

8
・
10

第
53
回
愛
知
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

同
声
合
唱
の
部
　
金
賞
　
六
ツ
美
北
中
　
※
中
部
大
会
出
場

8
・
10

第
４
回
全
日
本
女
子
相
撲
大
会
　
　
　
中
学
生
の
部
　
軽
量
級
　
三
位
　
六
ツ
美
北
中
3
・
佐
野
清
香

8
・
20

第
27
回
岡
崎
市
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

8
・
20

第
40
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
〜
22
）

男
子
走
高
跳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

八
位
　
矢
作
中
3
■
・
久
保
快
斗
■
■
■
■
■
■
■
■

男
子
砲
丸
投
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

七
位
　
矢
作
中
3
■
・
白
藤
聖
陽
■
■
■
■
■
■
■
■

女
子
走
高
跳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

五
位
　
城
北
中
2
■
・
浅
井
さ
く
ら
■
■
■
■
■
■
■

8
・
21

第
41
回
生
徒
市
議
会
（
市
役
所
西
庁
舎
）

8
・
22

第
54
回
岡
崎
市
小
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

8
・
22

第
80
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大
会

小
学
校
の
部
　
金
賞
　
三
島
小

※
東
海
北
陸
大
会
出
場

中
学
校
の
部
　
金
賞
　
六
ツ
美
北
中
※
東
海
北
陸
大
会
出
場
　

8
・
25

第
10
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
　
小
学
校
六
年
男
子
50
�
級
　
優
勝
　
本
宿
小
6
・
竹
市
大
祐

8
・
27

平
成
25
年
度
愛
知
県
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
金
賞
　
大
樹
寺
小

8
・
27

第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

十
歳
以
下
男
子
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

優
勝
■
■
■
■
■
■
■

六
ツ
美
西
部
小
5
・
仲
平
千
尋

8
・
30

岡
崎
市
教
職
員
厚
生
活
動
「
小
中
学
校
教
職
員
文
化
の
集
い
」（
中
央
総
合
公
園
）

9
・
3

岡
崎
市
教
育
研
究
大
会
（
市
内
各
会
場
）

9
・
7

第
80
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
北
陸
大
会
　
金
賞
■

三
島
小

※
全
国
大
会
出
場

9
・
8

第
17
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
〜
14
）

男
子
四
人
チ
ー
ム
戦
■

優
勝
　
南
中
3
・
高
平
沙
也
斗

9
・
10

俳
人
会
第
52
回
全
国
俳
句
大
会
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
矢
作
南
小
5
・
永
田
麻
紘

小
学
校
奨
励
賞
■
■
■

矢
作
南
小

9
・
15

第
46
回
愛
知
県
剣
道
段
別
選
手
権
大
会
　
男
子
中
学
初
段
の
部
　
　
優
勝
　
矢
作
北
中
3
・
片
神
明
信

9
・
16

第
34
回
愛
知
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

男
子
Ａ
ク
ラ
ス
三
〇
〇
〇
Ｍ
■
■
■
■

優
勝
　
翔
南
中
3
■
■
・
山
下
和
希
　
※
全
国
大
会
出
場

男
子
Ａ
ク
ラ
ス
砲
丸
投
■
■
■
■
■
■

優
勝
　
矢
作
中
3
■
■
・
白
藤
聖
陽
　
※
全
国
大
会
出
場

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
一
〇
〇
Ｍ
■
■
■
■
■

優
勝
　
六
ツ
美
北
中
2
・
山
本
里
菜
　
※
全
国
大
会
出
場

9
・
20

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

「
地
域
の
農
業
を
守
る
　
―
新
し
い
農
業
の
か
た
ち
を
め
ざ
し
て
―
」

優
秀
賞

「
水
質
　
―
環
境
の
証
人
―
」

優
秀
賞

「
魚
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
　
―
岡
崎
魚
市
場
の
役
割
―
」

入
　
選

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
共
同
制
作

9
・
20

平
成
25
年
度
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

学
校
環
境
緑
化
の
部
　
県
教
育
委
員
会
賞
　
細
川
小

9
・
22

平
成
25
年
度
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
〜
23
）

合
唱
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
梅
園
小
・
根
石
小
・
三
島
小
・
矢
作
東
小
・

竜
海
中
・
六
ツ
美
北
中
■
■
■
■
■
■
■
■

器
楽
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
城
北
中
　
※
以
上
中
部
日
本
決
勝
大
会
出
場

9
・
23

第
50
回
吹
奏
楽
祭
（
市
民
会
館
）

▲全日本中学校バレーボール選手権大会開催
（岡崎中央総合体育館・岡崎市体育館）

�
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

砲
丸
投
七
位
〈
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
三
位
〉

（
矢
作
中
陸
上
部
）

▲ジュニアオリンピック全国カヌー大会
▲優勝 （新香山中カヌー部）

▲岡崎市立翔南中学校開校
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（5）

9
・
25

中
学
生
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
親
善
訪
問
（
〜
10
・
３
）

9
・
27

第
57
回
愛
知
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
部
（
小
学
校
一
・
二
年
）
■
■
■
■
金
賞
　
　
　
連
尺
小
2

平
林
　
響
■
■
■
■
■
■
■

第
二
部
（
小
学
校
三
・
四
年
）
■
■
■
■
金
賞
　
　
　
竜
美
丘
小
3
・
三
寳
優
吾
■
■
■
■
■
■
■

竜
美
丘
小
4
・
柴
田
あ
み
■
■
■
■
■
■
■

三
島
小
4

・
高
鍬
真
菜
■
■
■
■
■
■
■

第
三
部
（
小
学
校
五
・
六
年
）
■
■
■
■
金
賞
　
　
　
竜
谷
小
5

・
成
田
ひ
よ
り
■
■
■
■
■
■

竜
美
丘
小
6
・
鈴
木
麻
尋
■
■
■
■
■
■
■

竜
美
丘
小
6
・
恒
川
諒
太
朗
■
■
■
■
■
■

竜
美
丘
小
6
・
吉
田
香
菜
■
■
■
■
■
■
■

小
豆
坂
小
5

大
野
さ
つ
き
■
■
■
■
■
■

第
四
部
（
中
学
校
）
■
■
■
■
■
■
■
■
金
賞
　
　
　
竜
海
中
3

・
渡
邉
　
匠
■
■
■
■
■
■
■

竜
海
中
3

・
長
嶋
佑
哉
■
■
■
■
■
■
■

城
北
中
2

・
島
川
柚
月
　
水
上
真
里
■
■

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
■
■
■
■
■
金
賞
　
　
　
新
香
山
中
3
・
宮
井
紫
帆
■
■
■
■
■
■
■

竜
美
丘
小
6
・
鈴
木
志
保
■
■
■
■
■
■
■

井
田
小
6

・
若
原
真
衣
■
■
■
■
■
■
■

南
中
2

・
川
合
春
輝
■
■
■
■
■
■
■

翔
南
中
3

・
齋
藤
雅
泰
■
■
■
■
■
■
■

※
以
上
全
国
審
査
へ

9
・
27

第
65
回
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

書
道
の
部
　
　
　
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
　
　
　
常
磐
中
2
・
山
田
結
心

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
丘
小
5
・
吉
田
多
映

9
・
29

第
66
回
中
部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

同
声
合
唱
の
部
　
金
賞
　
六
ツ
美
北
中
　
※
全
国
大
会
出
場

9
・
30

中
学
生
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
親
善
訪
問
（
〜
10
・
8
）

10
・
３

平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）
金
賞
　
六
ツ
美
南
部
小
１
　
渡
辺
　
集

10
・
５

岡
崎
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
県
営
岡
崎
総
合
運
動
場
）

10
・
５

第
46
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
（
〜
10
・
12

水
泳
９
・
７
）

10
・
13

第
60
回
小
中
学
校
理
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
館
）

10
・
13

第
40
回
小
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
館
）

10
・
13

第
60
回
岡
崎
市
民
体
育
祭
（
中
央
総
合
公
園
）

10
・
13

第
56
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
　
小
編
成
の
部
　
　
金
賞
　
　
　
南
中

10
・
13

第
80
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
小
学
校
の
部
　
　
優
秀
賞
　
　
三
島
小

10
・
15

第
61
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
部
（
小
学
校
五
・
六
年
の
部
）

入
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
美
丘
小
６
・
鈴
木
麻
尋
　

第
四
部
（
中
学
校
の
部
）

入
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
海
中
３
　
・
渡
邉
　
匠

10
・
19

第
57
回
日
本
学
生
科
学
賞
愛
知
県
展

最
優
秀
賞
（
県
議
会
議
長
賞
）

城
北
中
２
　
鳥
居
壮
多
　
　
※
中
央
審
査
会
へ

最
優
秀
賞
（
名
古
屋
市
会
議
長
賞
）

北
中
２
　
　
岡
田
夏
実
　
　
※
中
央
審
査
会
へ

最
優
秀
賞
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞
）
福
岡
中
２
　
田
井
愛
莉
南
　
※
中
央
審
査
会
へ

10
・
20

第
20
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
新
人
戦
　
女
子
総
合
優
勝
　
新
香
山
中

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
一
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　
　
新
香
山
中
２
　
　
　
　
　
　
　
・
中
根
僚
彦

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
一
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　
　
新
香
山
中
２
　
　
　
　
　
　
　
・
大
藏
麻
笑

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
二
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　
　
新
香
山
中
・
大
藏
麻
笑
２
・
新
美
は
る
か
１

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
四
人
乗
り
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
　
　
新
香
山
中
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

勝
上
夢
可
２
・
鈴
木
沙
羅
２
・
西
村
紅
音
２
・
磯
部
芽
生
１

10
・
24

ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
使
節
団
来
岡
（
〜
10
・
31
）

10
・
25

第
44
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
（
〜
27
）（
全
国
）

男
子
Ａ
ク
ラ
ス
砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
　
三
位
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
作
中
３
　
　
・
白
藤
聖
陽
■

女
子
Ａ
ク
ラ
ス
走
高
跳
　
　
　
　
　
　
　
四
位
　
　
　
　
　
　
　
　
城
北
中
３
　
　
・
浅
井
さ
く
ら

女
子
４
×
一
〇
〇
Ｍ
Ｒ
（
第
一
走
者
）

優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
美
北
中
２
・
山
本
里
菜
■

10
・
25

第
９
回
「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

県
知
事
賞
　
井
田
小
４
・
枡
田
青
空

10
・
26

第
27
回
愛
知
県
中
学
生
英
語
弁
論
大
会
　
　
優
良
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
海
中
３
・
小
坂
麻
絢

10
・
26

日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３
全
国
大
会

ソ
ロ
部
門
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
北
中
３
・
松
橋
亜
里
紗

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
）

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
北
中
■
■
■
■
■
■
■

10
・
27

第
17
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

ノ
ー
ビ
ス
Ｂ
男
子
シ
ン
グ
ル
　
　
　
　
　
二
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
美
丘
小
５
・
壷
井
達
也

10
・
27

第
11
回
愛
知
県
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
　
30
・
30
ｍ
部
門
女
子
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
河
合
莉
沙

10
・
27

第
66
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
　
同
声
合
唱
の
部
　
金
賞

六
ツ
美
北
中
　

10
・
27

第
10
回
全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会
　
軽
量
級
　
　
優
勝

六
ツ
美
北
中
３
・
佐
野
清
香

11
・
１

全
国
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
強
化
選
手
日
・
韓
交
流
戦
（
〜
12
）
日
本
代
表

南
中
２
・
中
川
美
柚

11
・
１

第
63
回
全
国
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
審
査

小
学
校
低
学
年
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
六
名
小
２
　
・
千
葉
隼
人
　

小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
作
東
小
５
・
今
橋
美
結

11
・
２

第
41
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
市
民
会
館
）

11
・
２

平
成
25
年
度
愛
知
県
防
火
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

習
字
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
特
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
合
小
６
・
櫻
井
仁
生
■

ポ
ス
タ
ー
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
特
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
宿
小
５
・
古
田
ひ
よ
り

11
・
２

平
成
25
年
度
愛
知
県
少
年
消
防
優
良
ク
ラ
ブ
　
優
良
ク
ラ
ブ
表
彰
　
　
　
　
上
地
小
・
夏
山
小

11
・
２

２
０
１
３
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
第
４
戦
ボ
ー
リ
ン
グ
（
県
）
優
勝
　
矢
作
中
３
・
太
田
照
人

11
・
３

平
成
25
年
度
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
日
本
決
勝
大
会

合
唱
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
小
　
※
全
国
審
査
へ

重
奏
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
城
北
中
　
※
全
国
審
査
へ

合
奏
第
一
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
城
北
中
　
※
全
国
審
査
へ

11
・
９

第
41
回
教
育
文
化
賞
授
賞
式
・
岡
崎
教
員
研
修
会
〈
四
季
の
会
・
秋
〉（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

11
・
16

第
50
回
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
〜
17
・
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
広
場
）

11
・
20

第
40
回
岡
崎
市
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

11
・
20

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３
（
全
国
）

小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
幡
小
６
・
市
川
菜
月

銅
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
幡
小
４
・
市
川
悟
也

11
・
25

第
48
回
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
会
　
　
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長
賞
　
東
海
中

11
・
28

第
81
回
全
国
書
画
展
覧
会
　
書
の
部
　
　
　
筆
都
大
賞
　
　
　
　
　
　
　
矢
作
東
小
６
　
・
鈴
木
崇
也

筆
都
大
賞
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
美
北
中
３
・
辻
本
る
い

11
・
30

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
秋
花
壇
（
県
）

優
秀
賞
（
中
部
善
意
銀
行
賞
）

三
島
小
■
■
■
■
■
■

学
校
花
壇
設
計
図
の
部
　
　
　
　
　
　
　
県
教
育
委
員
会
賞
　
　
　
　
　
　
形
埜
小
■
■
■
■
■
■

「
花
壇
を
描
い
た
写
生
」
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
教
育
委
員
会
賞
　
　
　
　
　
　
形
埜
小
１
・
鈴
木
柑
名

12
・
５

第
９
回
Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
４
コ
マ
漫
画
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３
（
全
国
）

学
校
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
川
小
■
■
■
■
■
■

12
・
７

第
12
回
創
造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
東
海
北
陸
大
会

優
勝
　
　
　
　
　
常
磐
中
３
・
安
達
佑
也
　
杉
浦
季
樹
■

12
・
７

第
27
回
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
（
県
）
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
海
中
３
・
篠
田
亜
由
海

優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
海
中
２
・
布
藤
里
彩
■

12
・
８

第
16
回
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会

優
勝
　
岡
崎
Ｊ
Ａ
Ｃ（
佐
藤
楓
馬
・
永
井
翔
真
・
渡
邉
介
仁
・
稲
葉
朱
音
・
稲
葉
朱
里
・
渡
辺
萌
梨
）

12
・
９

第
７
回
ビ
ル
メ
ン
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

会
長
賞
　
羽
根
小
４
・
瀬
野
朱
莉

12
・
10

全
国
学
校
・
園
庭
ビ
オ
ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル

ド
イ
ツ
大
使
館
賞

秦
梨
小
■
■

12
・
14

叙
勲
・
表
彰
者
合
同
祝
賀
会
（
竜
美
丘
会
館
）

12
・
15

駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
（
県
）
中
学
男
子
の
部
　
優
勝

竜
海
中
■
■

中
学
女
子
の
部
　
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
美
北
中

12
・
21

岡
崎
教
員
研
修
会
〈
四
季
の
会
・
冬
〉（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
）

12
・
22

第
４
回
全
国
中
学
生
室
内
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

リ
カ
ー
ブ
部
門
女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
中
２
・
伊
藤
沙
希
■

12
・
24

第
57
回
日
本
学
生
科
学
賞
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
北
中
２
・
鳥
居
壮
多
■

入
選
三
等
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
中
２
・
田
井
愛
莉
南

12
・
27

愛
知
県
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
北
中

１
・
７

第
59
回
読
書
感
想
文
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
山
中
２
・
水
野
菜
々
子

１
・
17

第
57
回
小
中
学
校
書
き
初
め
展
（
〜
19
・
岡
崎
市
美
術
館
）

１
・
19

第
65
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

１
・
25

愛
知
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
木
管
三
重
奏
　
金
賞

竜
海
中
■
■

１
・
31

第
29
回
東
書
教
育
賞
（
全
国
）

奨
励
賞

常
磐
小
教
諭
・
内
田
佳
寿
美

２
・
２

２
０
１
３
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
）

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
取
り
組
み
部
門
　
　
　
入
選

井
田
小
教
諭
・
佐
野
恵
広

２
・
７

第
49
回
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ
）

２
・
８

第
41
回
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

ポ
ス
タ
ー
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
山
中
２
・
鳥
居
愛
由

２
・
９

第
12
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭

中
学
生
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
作
品
賞

竜
海
中
２
・
鈴
木
杏
那
■

小
学
生
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
賞

愛
宕
小
■
■
■
■
■
■
■

２
・
17

第
25
回
読
書
感
想
画
愛
知
県
コ
ン
ク
ー
ル
　
優
秀
賞

連
尺
小
３
・
為
水
ひ
な
た

優
秀
賞

山
中
小
６
・
杉
原
佐
奈
■

２
・
18

第
16
回
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト
（
全
国
）
活
用
賞

生
平
小
■
■
■
■
■
■
■

２
・
20

平
成
25
年
度
健
康
教
育
推
進
学
校
表
彰
（
全
国
）
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
河
合
中

３
・
８

第
22
回
上
廣
道
徳
教
育
賞
（
全
国
）
小
学
校
の
部
　
優
秀
賞

井
田
小
教
諭
・
佐
野
恵
広

▲第50回記念造形おかざきっ子展
（おかざき世界子ども美術博物館広場）

▲全日本合唱コンクール
金賞 （六ツ美北中合唱部）

▲全国ジュニアオリンピック陸上競技大会
400mリレー（愛知選抜）優勝（六ツ美北中陸上部）

▲NHK全国学校音楽コンクール全国コンクール
優秀賞 （三島小合唱部）



3 月号 お知らせ

（6）

◆
平
成
25
年
度
健
康
教
育
推
進
学

校
表
彰
校
（
全
国
）

優
秀
校

河
合
中
学
校

◆
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
27
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大
会
優
秀
選
手

南
中
二
年

中
川
　
美
柚

愛
知
県
選
抜
選
手

南
中
三
年

加
藤
　
珠
季

南
中
二
年

中
川
　
美
柚

◆
第
29
回
東
書
教
育
賞

奨
励
賞

常
磐
小
教
諭

内
田
佳
寿
美

◆
第
8
回
東
海
地
区
中
学
生
弓
道

選
手
権
大
会

男
子
団
体
の
部
二
位

額
田
中
学
校

◆
第
19
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー

大
会
新
人
戦

女
子
総
合
優
勝
　
新
香
山
中
学
校

男
女
総
合
二
位
　
新
香
山
中
学
校

男
子
総
合
二
位
　
新
香
山
中
学
校

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
一
人
乗
り
　
優
勝

新
香
山
中
二
年
　
中
根
　
僚
彦

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
一
人
乗
り
　
優
勝

新
香
山
中
二
年
　
大
蔵
　
麻
笑

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
二
人
乗
り
　
優
勝

新
香
山
中
二
年
　
大
蔵
　
麻
笑

新
香
山
中
一
年
　
新
美
は
る
か

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
四
人
乗
り
　
優
勝

新
香
山
中
二
年
　
勝
上
　
夢
可

新
香
山
中
二
年
　
鈴
木
　
沙
羅

新
香
山
中
二
年
　
西
村
　
紅
音

新
香
山
中
一
年
　
礒
部
　
芽
生

◆
平
成
25
年
度
愛
知
県
中
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

男
子
優
勝

北
中
学
校
■

男
子
準
優
勝

城
北
中
学
校

◆
第
15
回
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球

大
会
愛
知
県
予
選

女
子
二
位

北
中
学
校
■

◆
平
成
25
年
度
土
砂
災
害
防
止
に

関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
部
門
中
学
生
の
部
　
佳
作

河
合
中
一
年
　
　
百
合
野
姫
凪

朝
食
の
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」

春
か
ら
の
利
用
を
待
つ
食
堂
の

机
に
、
点
検
修
理
の
た
め
の
炊
飯

備
品
が
び
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
底
の
部
分
が
ち
ょ
っ
ぴ
り

で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
飯
ご
う
、
お

い
し
い
カ
レ
ー
を
作
っ
た
鍋
、
ど

の
備
品
に
も
、
山
の
学
習
の
思
い

出
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
。

夕
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
は
、

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
活
動
だ
が
、

朝
食
も
一
工
夫
し
て
い
る
学
校
が

あ
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
く
る
く

る
パ
ン
」。
全
員
で
朝
食
作
り
を
楽

し
も
う
と
い
う
考
え
か
ら
、
く
る

く
る
パ
ン
に
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。

生
地
の
発
酵
に
は
時
間
が
か
か
る

の
で
、
粉
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ

ク
ス
を
使
っ
た
。
子
供
た
ち
は
、

練
っ
た
生
地
を
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と

竹
の
棒
に
巻
き
付
け
る
。
炊
飯
用

ド
ラ
ム
缶
の
火
に
か
け
、
棒
を
く

る
く
る
回
し
て
、
じ
っ
く
り
焼
き

上
げ
て
い
く
。
火
が
強
す
ぎ
て
、

外
側
が
焦
げ
て
し
ま
っ
た
グ
ル
ー

プ
や
、
巻
き
付
け
方
が
弱
く
て
生

地
を
火
の
中
に
落
と
し
て
し
ま
っ

た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
が
、
友
達

と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
作
っ
た
朝
食
く
る
く
る
パ
ン
の

味
は
、
格
別
だ
っ
た
よ
う
だ
。

「
昨
日
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
ご
飯

よ
り
も
、
も
っ
と
上
手
に
炊
こ
う

ね
」
と
、
頑
張
っ
て
夕
食
昼
食
二

度
の
炊
飯
を
す
る
学
校
も
あ
れ

ば
、
味
噌
汁
を
味
噌
煮
込
み
う
ど

ん
に
し
た
り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
入

れ
て
ポ
ト
フ
風
の
ス
ー
プ
を
作
っ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
す
る

学
校
も
あ
る
。

朝
食
は
一
日
の
ス
タ
ー
ト
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
。
今
人
気
の
朝
の
ド
ラ

マ
『
ご
ち
そ
う
さ
ん
』
で
は
な
い

が
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

の
基
本
で
あ
ろ
う
。
来
年
度
も
、

自
然
の
家
で
友
達
と
一
緒
に
な
っ

て
野
外
調
理
す
る
活
動
を
、
大
い

に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

河
合
中
二
年
　
　
本
間
結
莉
愛

河
合
中
三
年
　
　
山
内
ひ
な
た

絵
画
部
門
小
学
生
の
部
　
佳
作

連
尺
小
六
年

岩
崎
　
雅

◆
平
成
25
年
度
愛
知
県
読
書
感
想

文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

読
書
感
想
文
の
部

愛
知
県
知
事
賞

甲
山
中
二
年
　
　
水
野
菜
々
子

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

細
川
小
五
年
　
　
山
本
茉
奈
美

読
書
感
想
画
の
部

優
秀
賞

連
尺
小
三
年
　
　
為
水
ひ
な
た

山
中
小
六
年
　
　
杉
原
　
佐
奈

優
良
賞

山
中
小
一
年
　
　
鎌
倉
　
　
馴

上
地
小
六
年
　
　
柳
澤
あ
り
す

※
六
名
の
感
想
文
と
感
想
画
は
、

全
国
審
査
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
49
回
岡
崎
市
読
書
感
想
文
・

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

読
書
感
想
画
の
部

市
長
賞

男
川
小
三
年
　
　
野
村
　
結
衣

細
川
小
五
年
　
　
山
本
茉
奈
美

甲
山
中
二
年
　
　
水
野
菜
々
子

読
書
感
想
画
の
部

岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

羽
根
小
二
年
　
　
太
田
　
知
歩

井
田
小
五
年
　
　
吉
田
　
祐
真

常
磐
中
一
年
　
　
近
藤
　
愛
里

●

少
年
自
然
の
家
だ
よ
り

●

表
　
　
彰



No. 4 9 0
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お知らせ

平成25年度教育研究論文入賞者

賞 最優秀
個人 1

1
1
0
3

優　秀
30

3
12

1
46

佳　作
53

5
28

3
89

合計/応募数
84/255

9/  17
41/145

4/    8
138/425

共同
個人
共同

小学校

中学校

合　　計

氏　名 学校名 教科領域 研　　究　　主　　題

稲垣　裕子 男川小 理　科 実感を伴った理解を図る理科の授業

森田　淳一 竜南中 社　会 社会に参画していこうとする子どもの育成をめざし，仲間とかかわりながら問題の解決を図る社会科の授業

国語（書写）部代表
武田　玲香 上地小 書　写 日常的に，文字を正しく整えて速く書ける子供を育てる

現職研修部
山本　典弘 美合小 教育全般 命の大切さに気付き、大自然のすばらしさに感動し、ふるさとを愛する子供の育成

現職研修部代表
坂元　干城 常磐南小 教育全般 未来へつなごう　常南のこころ

６年生部会
海藤　健児 豊富小 教育全般 他とかかわりあうことで、ふるさとを愛し、ふるさとを大切に思う子の育成

現職研修部
太田　智宏 美川中 教育全般 自らの思いを言葉にし，かかわり合いながら主体的に学び続ける生徒の育成

現職研修部会　代表
小田喜代美 梅園小 教育全般

根石小音楽部
手島　露子 根石小 音　楽

研究部会　代表
岩瀬　竜弥 連尺小 算　数

４年生部会　代表
小黒　雅美 大門小 総　合

研究部会　代表
鈴木　康子 六ツ美北部小 教育全般

１年数学部　代表
鋤柄　光治 南　中 数　学

平成24年度1年生部会
山盛　誠治 岩津中 総　合

研究推進委員会
永井　利昌 矢作中 教育全般

●個人研究の部
最優秀賞

優秀賞

●共同研究の部
最優秀賞

優秀賞

〈論文入賞者数〉

佳作

小野　陽子 梅園小 生徒指導 生き生きと学校生活を送る児童の育成

成田　千帆 梅園小 国　語 思いや体験を細やかにとらえ、豊かに表現しようとする子の育成

大本　満子 根石小 道　徳 相手に心を寄せ、温かな気持ちでかかわろうとする心を育む道徳教育

板倉　　恵 根石小 図書館 自分の思いを生き生きと表現し、本や友達とつながりを深めていく読書指導

梅本亜沙美 男川小 算　数 算数の知識を活用し、数学的思考力・表現力を高める子の育成

市川　翔子 美合小 国　語 友達と共に物語の世界を楽しく想像しながら，思いを全身で表現する子の育成

白井　教子 緑丘小 理　科 実感を伴った理解のできる理科授業から、確かな学びを身につける子供の育成

中根　精司 六名小 理　科 学ぶことのよさを感じる理科の授業

橋本晋一郎 連尺小 算　数 筋道立てて考える力を育て、楽しんで算数科学習に取り組む子の育成

寄田　彩日 広幡小 書　写 文字を見る目を養い、自分の字を見つめ、正しく書くことができる子供の育成

高橋　尚弘 広幡小 算　数 実感を伴った算数的活動を通して主体的に活動する子供の育成をめざして

大洲壮一朗 広幡小 理　科 子どもが実感を伴った理解のできる理科授業をめざして

前田　康幸 井田小 社　会 地域に生きる人の姿を通して、地域を見つめ直し、地域への愛着を深める社会科の授業

白川　真理 井田小 家　庭 学んだことを、思いをもって実践していくことのできる子どもの育成を目指して

吉原　　樹 井田小 社　会 社会に参画していこうとする子どもの育成をめざし、仲間とかかわりながら問題の解決を図る社会科の授業

林　　俊樹 竜谷小 算　数 思考力と表現力を育成する算数科の実践

坂本　智子 常磐南小 生　活 学区の人の良さを知り,常南を愛する子の育成

小池　　剛 常磐南小 総　合 常南のこころを持ち、持続可能な地域にしようと働きかける子の育成

中根千恵子 常磐南小 総　合 学区の獣害の現状を認識し、持続可能な地域の実現に向けて働きかける子の育成

尾崎　和美 大門小 国　語 「伝えたいことを論理的に表現できる子どもの育成」

尾hめぐみ 大門小 生　活 学びを深め自らの頑張りや成長に気付く子供を育成する生活科の授業

内田　雅之 大門小 学習情報 体験的・批判的な学びを根底に据えた，創造的な情報モラル学習の展開

青木　麻紀 矢作東小 国　語 自分の考えを論理的な文章に書ける子の育成を目指して

井土民記臣 矢作北小 体　育 自他の動きや発想を生かして、踊る楽しさを感じ、主体的に取り組む体育学習

杉田　祥吾 矢作南小 特別活動 生き方の追求を通じて、仲間と高め合い、生かし合う学級作り

権田　康成 六ツ美南部小 社　会 持続可能な社会の実現を目指し、自己の役割と責任を考え、学びを深め合う社会科の授業

林　　尚子 上地小 総　合 世界の国々とのつながりを大切にする子供の育成

武藤　良子 六ツ美西部小 家　庭 健康的に食べ続けようとする子を育てる家庭科の授業

大橋喜代美 豊富小 道　徳 自己の生き方についての考えを深め、豊かな心を育む道徳教育の創造

平岩　浩二 下山小 特別活動 人のために働くことに自分の喜びを実感できる子供の育成

森本　都美 南　中 美　術 伝統工芸の良さを学び、自分の思いにこだわりをもって表現できる生徒の育成

a橋　貴美 竜海中 数　学 相互に関わり、論理的な思考を育む授業を目指して

成瀬　美穂 城北中 教育全般 「やる気」をもって活動に取り組み、よりよく生きようとする生徒の育成

武井　　翔 常磐中 英　語 ふるさと岡崎に誇りをもち，英語で主体的に情報発信することができる生徒の育成

武井　　翔 常磐中 英　語 英語を学ぶ魅力や必要性を実感し，会話を続けることができる生徒の育成

磯谷　香奈 常磐中 保健体育 教え合い活動を通して，技を習得するためのポイントを考え，技能習得に向けて，積極的に活動する生徒の育成をめざして

山盛　誠治 岩津中 国　語 客観的なエピソードを基に、相手に納得をもたらす文章を書くことのできる生徒の育成

池田　芳浩 岩津中 理　科 主体的な追究から植物の営みをとらえ、自然に対する見方や考えを深める生徒の育成

小木曾正章 六ツ美中 国　語 仲間とともに、自分の読みを深めることができる生徒の育成

後藤　三奈 北　中 教育全般 “感謝”の心をもち、互いに支え合いながら目標に向かい努力する生徒の育成

竹内　　翔 額田中 理　科 仲間とかかわり合い、自ら学び考え、思考を深める理科学習

中根　良輔 翔南中 社　会 持続可能な社会を目指し、批判的な見方を養いながら自己の考えを深める社会科の授業

河上　翔太 梅園小 算　数

斎藤優亜子 梅園小 生　活

小原みなみ 梅園小 図画工作

内田　裕斗 梅園小 総　合

島津あやの 梅園小 算　数

平川　真奈 根石小 書　写

鎌倉　由佳 根石小 特別支援教育

梅村保奈美 男川小 算　数

梅村　美紗 男川小 算　数

島　　佑輔 緑丘小 体　育

成瀬　正和 羽根小 社　会

市川　貴咲 岡崎小 道　徳

佐宗　敬泰 連尺小 体　育

石黒　智康 井田小 国　語

原田　康司 福岡小 社　会

平岩　由莉 福岡小 外国語活動

原田　尚子 福岡小 図書館

佐瀬ひろ美 藤川小 学校保健

内田　公子 山中小 学校保健

堀田　　史 山中小 国　語

柴田　真衣 山中小 国　語

宮北　治美 本宿小 外国語活動

a木　理人 本宿小 外国語活動

佐々木八津子 本宿小 特別支援教育

木内　聡美 本宿小 学校保健

岩見　　陽 常磐南小 総　合

本間佐知子 常磐小 体　育

a田沙絵子 岩津小 算　数

鈴木　一史 大樹寺小 国　語

鶴田　咲子 大樹寺小 総　合

a梨　恵梨 大門小 国　語

石川　伸一 矢作東小 体　育

伊藤　禎浩 矢作東小 体　育

竹内梨恵子 矢作北小 理　科

酒井　孝康 矢作北小 生　活

兼子しずか 矢作西小 生　活

北川　真衣 矢作西小 道　徳

吉川　遥可 矢作西小 特別活動

丹下知佐子 矢作西小 図書館

山本　浩司 矢作西小 総　合

中山美奈子 矢作南小 算　数

赤堀　大知 矢作南小 学習情報

西脇ゆうみ 六ツ美中部小 総　合

岡　　香実 六ツ美北部小 図画工作

山本　　愛 六ツ美北部小 特別支援教育

本多　　葵 六ツ美南部小 道　徳

西村　　愛 城南小 生　活

石田　菜月 上地小 体　育

池村　奈美 北野小 体　育

安藤　朗広 六ツ美西部小 音　楽

竹内　謙作 豊富小 総　合

関　ゆき子 宮崎小 理　科

大盛　伸也 下山小 国　語

大竹紗弥加 甲山中 美　術

深海左知恵 美川中 国　語

酒井　智之 竜海中 社　会

徳倉　千秋 葵　中 数　学

鈴木　貴章 葵　中 理　科

青木　佑吏 葵　中 保健体育

梅田　康子 葵　中 特別支援教育

鈴木　純子 城北中 英　語

伴　　巨裕 河合中 社　会

高久　幹雄 河合中 特別活動

加藤　崇夫 常磐中 数　学

藤野　智世 岩津中 国　語

梅岡　知充 岩津中 英　語

佐藤あかね 矢作中 数　学

神谷　明彦 六ツ美中 数　学

浅田　雅子 矢作北中 保健体育

稲垣　綾子 矢作北中 英　語

中野　仁恵 新香山中 理　科

亀山奈穂子 新香山中 学校保健

a井　悠乃 北　中 数　学

永田　祐己 北　中 技術・家庭

倉橋　重夫 六ツ美北中 理　科

太田菜々美 六ツ美北中 学校保健

伊藤　聡子 六ツ美北中 音　楽

新井　健祐 六ツ美北中 社　会

大島由貴子 額田中 保健体育

鈴木　啓吾 翔南中 国　語

日置　正敏 翔南中 社　会

佳作
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フォト・ヒストリー岡崎の教育／この本を／オアシス

新
設
の
翔
南
中
学
が
開
校
し
、
小
中
六
十

七
校
で
ス
タ
ー
ト
し
た
一
年
を
振
り
返
る
と
、

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
の
岡
崎
の
子
供
た
ち
の
活
躍
に
、

改
め
て
胸
が
熱
く
な
る
。
歓
喜
の
瞬
間
に
至
る
ま
で
に
、

彼
ら
が
重
ね
た
で
あ
ろ
う
努
力
の
日
々
が
、
教
え
子
の
姿

と
重
な
っ
て
浮
か
ぶ
。
だ
か
ら
、
他
校
の
快
挙
も
ど
こ
か

誇
ら
し
く
、
紙
面
を
何
度
も
読
み
返
す
。

甘
い
花
の
香
り
に
動
き
出

す
虫
た
ち
。
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

の
受
粉
は
、
主
に
ミ
ツ
バ
チ

が
行
う
。
二
十
四
節
季
の
一

つ
啓
蟄
は
三
月
六
日
頃
。
冬

籠
り
の
虫
も
春
の
暖
か
さ
を

感
じ
て
地
中
か
ら

這
い
出
て
く
る
。

巣
立
つ
日
を
前
に
し
て
、
少
し
大
人
び
て

見
え
る
子
供
た
ち
。
山
の
学
習
や
修
学
旅
行

と
、
多
く
の
思
い
出
が
一
人
一
人
の
胸
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

互
い
に
素
直
に
な
れ
な
く
て
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
は
し
ゃ
ぎ
合
っ
た
校
舎
や
、
共
に
汗

を
流
し
た
運
動
場
と
別
れ
を
告
げ
、
美
し
い
明
日
に
出
会

う
た
め
に
、
今
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

大
き
く
て
厚
み
の
あ
る
、
節
く
れ
立
っ
た
手
。
手
は
、

時
と
し
て
多
く
を
語
る
。
農
業
と
向
き
合
い
、
実
直
に
イ

チ
ゴ
を
育
て
続
け
て
き
た
鈴
木
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
と
温
か

い
人
柄
が
、
そ
こ
か
ら
に
じ
み
出
て
い
る
気
が
し
た
。

次
に
イ
チ
ゴ
を
手
に
す
る
と
き
、
私
は
、
多
く
の
も
の

を
包
み
込
む
、
あ
の
お
日
様
の
よ
う
な
手
を

き
っ
と
思
い
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。

オシ

アス

日本人の美意識や「日本のこころ」は、
足利義政・東山時代に形成され、義政が育
んだ文化が日本人すべての人生を豊かに
し、今日まで続く生命力をもっているのだ
そうだ。また、キーン氏はヨーロッパでナ
チス・ドイツが戦線を拡大していった1940
年に『源氏物語』に出合い、憂鬱な時代に
一条の光を見出し救われたと、一流文学の
力を語る。
東京オリンピック開催が決まり、「グロー
バル化」が大きく話題となっているが、今、
日本人として「日本」と丁寧に関わろうと
いう気にさせてくれた一冊である。

今も未来も守るべきものはあります。

それは日本語です。

この一文~~~ ~~~

平
成
四
年
三
月
、
開
校
四
年
目
の
本
校
の
学
区

に
岡
崎
大
橋
が
開
通
し
た
。
写
真
は
、
開
通
記
念

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
、
本
校
吹
奏
楽
部
員
で
あ

る
。
ち
な
み
に
こ
の
年
は
、
徳
川
家
康
公
生
誕
四

五
○
周
年
に
あ
た
り
、
吹
奏
楽
部
員
が
市
内
を
パ

レ
ー
ド
す
る
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
の
行
事
に
、
小
中
学
校
の
部
活
動

が
、
依
頼
さ
れ
て
参
加
す
る
こ
と
も
多
い
。
平
成

二
十
六
年
の
新
年
交
礼
会
で
も
、
本
校
吹
奏
楽
部

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ

い
た
。

来
年
は
、
第
二
東
名
の
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か

ら
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
が
、
開
通
予
定
で
あ
る
。

岡
崎
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
完
成
す
る
。
開
通

式
に
は
、
市
内
小
中
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

・
カ
　
　
ッ
　
　
ト

岩
　
津
　
中

鈴
　
木
　
孝
　
司

岡崎大橋開通記念パレード
（平成4年）

写真提供：北中学校

＊私が日本人になった理由 ドナルド・キーン
ＰＨＰ研究所 ￥1,155

＊私は負けない 村木　厚子
中央公論新社 ￥1,470

＊イスラムの人はなぜ日本を尊敬するのか 宮田　　律
新潮社 ￥756

＊世界でいちばん貧しくて美しいオーケストラ トリシア・タンストール
東洋経済新報社 ￥1,890

恵田小　十河　幸代

ゆううつ

は


